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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・WIZ掲示板に医薬品情報が掲示されています。各自確認し、必要時に利用するようにして下さい。
・プログラムミーティング内容について、メールが配信されています。各自内容を確認し、期限内にテキストの作成・提出をお願いします。
・赤石　陽介様～5/13（金）10：00～サービス担当者会議開催予定。今後の就労状況について話し合う予定です。参加者は慶長JGM。
＜利用者様情報＞

・高柳　和子様～本日朝、本人より電話連絡あり。朝、転倒し頭部、顔面、右膝より出血している状況との事です。慌てた様子で、落ち着きなく話している状況でした。当院への受診を促しています。詳細な状況を確認していく事としています。
・淡路　智恵子様～アパートで生活したいという訴えや通帳管理を始めたことから、5/11（水）グループホーム世話人・特定相談員・デイケア担当スタッフで面談を実施しています。面談中、まとまりのない話しをされることが多く「あおぞらを出たい」「殺される」など突拍子のない話しをされています。グループホームを出たい気持ちが強い様子あるが、保証人の問題などから現実的ではない事を説明すると一時的に理解する様子見られています。
　　　　　　　　本日来所してからも、スタッフや他者に対し「なぜ、自分だけが」と金銭管理に対する不満を話しています。今後の目標として、自身でしっかりと金銭を管理する事、何か思い立った際は周囲に相談する事としています。本人から訴えがあった際は、現実見当を促す関わりをしていく事としています。

・坂本　健治様～青明舎に対し「監視されているようで嫌だ」との理由で、「青明舎以外の所を利用したい」との話しをされています。外来担当医にも相談しているとの事で、担当医からはソーシャルワーカーに他の所を探してもらうように話されているとの事です。
・古川　富蔵様～本日で排便－4日との情報あります。腹痛、腹部膨満感はないと話されています。排便状況について確認していく事としています。
　　　　　　　　5/9（月）倉橋生子様に食事の席を移るように言われ、翌日より食事席を変更しています。変更後は「移って良かった」と話されています。気になる事があると自分からスタッフへ伝える事できていますが、今後も他者交流による不満やイライラ感等を募らせないよう観察を要しています。

・倉橋　生子様～不満、多弁さなく落ち着いて経過しています。昨日帰荘後、青風荘スタッフへ「静かでしょう」と自身の状態について話す様子あったとの事です。引き続き、精神状態の変化や訴えの内容など観察要しています。

・古舘　正行様～昨日帰荘後、表情の硬さあり。洗面所にて嘔吐するように唾液を出す事や、スタッフ話し掛けに目の焦点が合わず疎通不良さあったとの事です。本日来所時は、変わりなく経過しています。

・奥山以依子様～青風荘より、本人から夜間、倉橋生子様が部屋に来るとの訴えあり夜間は対応しなくてよい事を助言していると情報提供あります。夜間の中途覚醒あるそうですので、日中のプログラム参加や活動状況等要観察としています。

・岩城　敏夫様～流し使用の際に、他者が使用している所に割り込むことがありました。本人の思い、理由、意図を確認し対応を検討する事としています。また、混み合う時間帯などは急がない方の時間をずらすなどスタッフ側の工夫も必要となります。

＜外来情報＞

・坂本　健治様～「管理されているようで、青明舎が嫌になってきた。他に相談できる所がないかな。」と話されていたとの事です。

カンファレンスシート（木村　美智子　様）　

実施日：H28年5月12日（木）13：00～13：30

担当チーム：慶長

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	木村　美智子　様
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	S35.4.15

	主病名
	統合失調症
	合併症
	便秘症、低血圧症

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	誰にも迷惑掛けずに平凡に暮らしていきたい。お金の管理や家事等、自分で出来るか心配なので、練習に付き添って欲しい。人と馴染んで友達をつくることで、楽しく落ち着いた生活をおくりたい。

	家族希望
	安定した生活を送って欲しい

	入院歴
	計3回（最終：H27年6月24日～H28年2月17日）

	通所歴
	2回目

· 前回：H27.4.20～H27.6.5（週2回/月･木曜日）

· 今回：H28.2.22～現在　　（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	青山荘、青明舎

	住居：青山荘
	家族構成：兄、兄嫁

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H25.8.15父が死去したことに続き、H25.9.1母の死去。その後単身生活となる。同時期よ

り「なんで生きているんだ」「死ななくてはならないんだ」と聞こえるようになってい

たが、病院受診に至ることはなかった。H25.10月頃より「お前の居場所はない」等の

幻聴が出現。本人は刑務所には自分の居場所があると確信し、H26.1月末にドラックス

トアにて他人を刺し殺すことを決意。H26.2.4(13:45)ドラックストアの従業員の背部を

所携の文化包丁（約17㎝）で刺すなどし全治約3ヶ月間を要する背部刺創、右手切創右

環指指神経・血管損傷の障害を負わせている。H26.2.19より青森県立つくしが丘病院にて、精神鑑定入院。

上記事件により裁判となるが、疾病により判断能力がないと審査され不起訴、通院処遇

が必要であると審判された。医療観察法により受け入れ要請があり、H26.6.24(14:20)兄夫婦に付き添われ当院医療保護入院となる。

※医療観察法により通院の期間は原則として3年間（H29.6.23まで）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した病状で青山荘の生活を維持する。
	①幻聴に対し自分で対処できるようになる。
	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	①不安や緊張を感じた際には、スタッフに相談する。スタッフは来所時に声を掛け不安や緊張の有無を確認。訴えが聞かれた際には、対処法を検討し、関係機関と情報共有しながら早期解消を図っていく。

	
	②身体機能を維持する。
	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	②運動プログラムに自分から参加し、できる範囲での運動を行っていく。スタッフは運動プログラムへの参加を促し、参加状況を確認。出来ている点を評価しながら継続して参加できるよう関わっていく。

	
	③生きがいや楽しみを見つける。
	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	③作業療法で好きな活動（裁縫）に取り組んでいき、楽しみながら過ごせるようになる。スタッフは本人が希望する作業を確認しながら出来ている点を評価し、作業時間中の活動を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	・前回利用時は退院後から幻聴が強くなる事があり。不安として、他者に見られていることや、青山荘での生活で出来てないことが多いと話していた。

・2/22デイケア正式利用開始。デイケアの環境について、「誰かに見られている気がする…」と訴えがあり、気になるときはスタッフに相談すること、個室を利用することを提案すると了承している。

・4月後半頃より、青山荘にて「デイケアの人にずっと見られていて気になる」との相談があったとのこと。座る場所を変えたことで大丈夫だったと話し、デイケアにて状況を確認するが、詳細は不明。
	幻聴の原因は不安や緊張であることから、来所時に声掛けしていき、不安や緊張の有無や程度を確認し、不安や緊張があった際には話を傾聴し、対処法を考えていく。

	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	・スタッフの促しにて参加。身体の動きは以前デイケア利用時よりも動きは良い。終了まで取り組むことが出来ている。
	運動することで便通の改善を図る。また、自己評価が低い為、出来ていることを評価する事で自信の獲得を図る。

	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	・プログラムでは、スタッフと穏やかに会話しながら折り紙をしたり、縫い物を希望し取り組んでいる。縫い物は2時間集中して取り組まれた為、「疲れました」と笑顔で話している。今後の利用目的については、「特にはないですけど、縫い物などの手作業をしたいです」と希望している。
	興味がある活動を通して生活の中での楽しみを見つけていく。また、自己評価が低い為、出来ていることを評価する事で自信の獲得を図る。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した病状で青山荘の生活を維持する。
	①幻聴に対し自分で対処できるようになる。
	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	①不安や緊張を感じた際には、スタッフに相談する。スタッフは来所時に声を掛け不安や緊張の有無を確認。訴えが聞かれた際には、対処法を検討し、関係機関と情報共有しながら早期解消を図っていく。

	
	②身体機能を維持する。
	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	②運動プログラムに自分から参加し、できる範囲での運動を行っていく。スタッフは運動プログラムへの参加を促し、参加状況を確認。出来ている点を評価しながら継続して参加できるよう関わっていく。

	
	③生きがいや楽しみを見つける。
	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	③作業療法で好きな活動（裁縫）に取り組んでいき、楽しみながら過ごせるようになる。スタッフは本人が希望する作業を確認しながら出来ている点を評価し、作業時間中の活動を促していく。


